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まえがき

ま
え
が
き

陸
軍
士
官
学
校
、
田
村
教
官
の
「
栄
養
改
善
奮
戦
記
」

昭
和
14
年
10
月
の
或
る
日
、
爽
や
か
な
秋
風
に
触
れ
な
が
ら
、
廻
り
の
柿
、
梨
の
木
々
の
中
を
愛
馬
に
乗
り
、
い
つ

も
通
り
、
稲
毛
の
陸
軍
戦
車
学
校
へ
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
す
る
や
間
も
な
く
古
屋
上
官
か
ら
の
呼
び
出
し
で
部
屋
に

入
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
古
屋
上
官
は
笑
み
を
溢
し
な
が
ら
突
然
、「
田
村
君
、
お
め
で
と
う
！　
陸
軍
士
官
学
校
の

教
官
兼
第
一
師
団
経
理
部
部
員
の
辞
令
だ
、
日
付
け
は
昭
和
14
年
11
月
10
日
か
ら
で
あ
る
、
頑
張
り
給
へ
‼
」
と
言
わ

れ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
田
村
は
、
全
く
面
食
ら
い
ま
し
た
。
士
官
学
校
と
言
え
ば
従
来
、
少
将
進
級
課
程
の
人
の
行
く
所
で
高

等
科
学
生
も
や
っ
て
い
な
い
自
分
に
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
と
は
夢
に
も
思
わ
ぬ
事
で
あ
り
、
し
か
も
同
校
の
教
官
と

言
わ
れ
て
愈
々
恐
縮
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
思
え
ば
、
寡
っ
て
陸
軍
戦
車
学
校
の
検
閲
の
時
に
教
育
総
監
が
戦
車
学
校

で
の
田
村
の
給
養
上
の
実
績
を
高
く
評
価
さ
れ
て
「
今
、陸
軍
士
官
学
校
で
は
病
人
が
多
く
教
育
上
困
っ
て
い
る
の
で
、
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君
が
行
っ
て
こ
れ
を
改
善
し
て
く
れ
た
ら
良
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
冗
談
半
分
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
田
村
の
役
職
は
ま
だ
、
少
佐
の
古
参
位
で
あ
り
ま
し
た
。
晴
天
の
霹
靂
の
快
挙
で
あ
り
ま
す
。

大
正
5
年
5
月
、田
村
幸
雄
は
陸
軍
経
理
学
校
を
卒
業
し
て
、近
衛
師
団
経
理
部（
竹
橋
）、国
府
台
野
砲
兵
第
16
聯
隊
、

朝
鮮
野
砲
兵
第
26
聯
隊
、
近
衛
師
団
四
街
道
、
台
湾
山
砲
兵
大
隊
、
浜
田
歩
兵
第
21
聯
隊
、
満
州
歩
兵
第
68
聯
隊
、
を

転
々
と
経
て
昭
和
11
年
3
月
、
陸
軍
戸
山
学
校
へ
転
任
し
て
、
運
動
と
給
養
関
係
の
研
究
の
機
会
を
得
た
の
で
あ
り
ま

す
。
朝
鮮
時
代
、
そ
れ
ま
で
は
日
頃
か
ら
魚
釣
り
、
雉
打
ち
・
鳥
打
ち
等
が
好
き
で
転
任
地
に
於
い
て
い
つ
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
仲
間
達
が
、
夫
々
、
高
等
科
学
校
へ
転
出
し
て
行
き
ま
す
。
田
村
も
、
急
遽
勉
強
し
て
受
験
し
ま
す

が
、
見
事
に
失
敗
し
、
挫
折
感
を
味
わ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
機
会
を
境
に
「
糧
食
の
経
理
を
深
く
研
究
し
て
、
大

陸
軍
の
為
に
貢
献
せ
ん
も
の
と
深
く
決
心
し
た
」
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
深

沢
教
官
や
高
橋
経
理
部
長
へ
の
恩
返
し
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
心
機
一
転
、
糧
食
給
養
の
研
究
に
精
を

出
し
、
栄
養
に
関
す
る
本
は
全
て
読
み
、
又
、
医
学
書
も
沢
山
読
ん
で
行
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和
2
年
、
近
衛
師
団
四
街
道
時
代
に
、「
軍
隊
炊
事
参
考
書
」
と
言
う
本
を
初
め
て
出
版
す
る

の
で
す
。
更
に
は
、
昭
和
12
年
9
月
、
陸
軍
戦
車
学
校
（
千
葉
県
稲
毛
）
に
転
任
し
て
、
陸
軍
戸
山
学
校
で
の
種
々
な

研
究
が
実
際
に
活
用
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
兵
食
給
養
の
改
善
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
各
種
食
材
の
配
合
、
炊
事
場
の
改
善
、
調
理
士
の
向
上
、
衛

生
面
の
管
理
、
等
の
改
善
に
よ
っ
て
兵
隊
の
健
康
状
態
も
見
違
え
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
病
人
も
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
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まえがき

り
ま
す
。
一
方
そ
の
頃
、
千
葉
県
内
で
赤
痢
が
大
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
車
学
校
に
於
い
て
は
遂
に
一
人
の
患
者

も
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
古
野
閣
下
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
も
の
と
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
戦

車
学
校
で
の
給
養
改
善
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
陸
軍
士
官
学
校
（
神
奈
川
県
座
間
）
の
教
官
に
抜
擢
さ
れ
て
、
こ
の
日

を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
座
間
に
は
２
期
併
せ
て
2
千
人
の
軍
人
が
お
り
、
非
常
に
多
く
の
病
人
が
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

４
ケ
月
合
計
で
、
通
院
す
る
患
者
数
は
１
５
２
４
人
余
り
で
、
赴
任
の
目
的
は
明
ら
か
に
そ
の
病
人
を
健
康
な
体
に
戻

す
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
１
８
９
３
年
、
明
治
26
年
生
れ
の
田
村
幸
雄
の
半
世
紀
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
残
し
た
実
話
を
忠
実
に
再

現
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
最
初
の
医
学
論
争
、
海
軍
軍
医
、
髙
木
兼
寛
の
「
脚
気
は
栄
養
の
欠
陥
に
よ
り
起
こ
る
」

と
言
う
栄
養
欠
陥
説
は
、
陸
軍
軍
医
達
の
「
脚
気
は
細
菌
に
よ
る
伝
染
病
で
あ
る
」
と
言
っ
た
対
抗
説
に
よ
っ
て
、
約

40
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
り
黙
殺
、
否
定
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
「
脚
気
論
争
」
の
果
て
に
、
陸
軍
に
於
い

て
は
、
夥
し
い
数
の
病
人
を
出
し
て
い
ま
す
。
日
露
戦
争
（
１
９
０
５
年
）
で
は
、
脚
気
患
者
２
５
万
人
脚
気
病
死
者

２
万
８
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
１
２
年
、
フ
ン
ク
や
鈴
木
梅
太
郎
が
脚
気
の
原
因
と
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
を
米
糠

の
中
に
発
見
し
ま
す
が
、こ
の
結
論
は
、約
40
年
後
の
１
９
２
４
年
に
出
さ
れ
て
、高
木
兼
寛
海
軍
軍
医
の
勝
利
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸
軍
に
於
い
て
は
、
関
係
者
は
、
殆
ど
が
他
界
し
て
お
り
、
栄
養
改
善
が
遅
々
と
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し
て
進
ま
ず
、
多
く
の
軍
人
が
、
尚
、
病
気
と
闘
っ
て
い
た
の
で
す
。
１
９
２
７
年
、
田
村
は
、
34
歳
の
時
に
「
軍
隊

炊
事
参
考
書
」
を
出
版
し
ま
す
。
こ
の
書
物
に
よ
り
、
田
村
は
、
陸
軍
で
初
め
て
、「
ビ
タ
ミ
ン
、
酵
素
を
取
り
入
れ

た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
改
善
」
に
邁
進
し
て
行
く
事
に
な
り
ま
す
。

三
大
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
生
理
学
者
且
つ
栄
養
学
者
で
あ
る
フ
ォ
イ
ト
氏
や
化
学
者
の

オ
ス
ト
ワ
ル
ト
氏
、医
学
者
且
つ
薬
理
学
者
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
、米
国
の
化
学
者
且
つ
栄
養
学
者
の
ア
ト
オ
ー
タ
ー
氏
、

又
、
ピ
ア
ー
ル
博
士
や
チ
ツ
テ
ツ
デ
ン
博
士
の
論
文
等
を
研
究
し
た
上
で
決
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
陸
軍
士

官
学
校
に
於
い
て
は
、
大
勢
の
患
者
の
数
を
僅
か
１
年
間
で
90
％
減
少
さ
せ
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

１
９
４
１
年
、
昭
和
16
年
、
陸
軍
士
官
学
校
教
官
の
田
村
は
、
48
歳
の
時
に
集
大
成
と
し
て
念
願
の
「
健
兵
対
策　

軍
隊
給
養
改
善
」
を
出
版
し
ま
す
。
陸
軍
糧
秣
本
廠
へ
転
任
、
主
計
大
佐
と
な
り
、
遂
に
、
全
陸
軍
の
健
康
栄
養
食
の

最
高
指
導
者
と
し
て
、
国
内
及
び
海
外
戦
地
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
、
サ
イ
パ
ン
島
、

満
州
等
々
へ
と
出
張
指
導
に
廻
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
既
に
、
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
育
て
た
栄
養
調
理
師
、
約
６
０
０

名
が
海
外
の
戦
地
で
そ
れ
ぞ
れ
に
、
軍
人
達
の
食
事
処
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

陸
軍
糧
秣
本
廠
研
究
科
長
で
あ
る
と
同
時
に
食
糧
学
校
の
教
官
、
会
計
監
督
官
、
戦
車
学
校
の
教
官
、
科
学
技
術
審

議
会
専
門
委
員
、
陸
軍
中
野
学
校
の
教
官
、
糧
秣
本
廠
青
年
学
校
の
校
長
、
ハ
ト
麦
協
会
委
員
等
の
役
職
を
兼
務
し
て
、

陸
軍
全
体
の
給
養
改
善
の
頂
点
に
立
ち
給
養
指
導
に
努
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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まえがき

田
村
の
残
し
記
録
し
た
数
冊
の
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
、
自
筆
の
太
書
き
で
「
給
養
一
芸
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
に
田
村
は
、
陸
軍
で
の
貢
献
す
る
道
を
選
び
、
独
学
で
、
給
養
に
関
す
る
第
一
人
者
に
な
る
覚
悟
を
決
め

た
事
が
鮮
や
か
に
思
い
起
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
青
春
と
は
、
夢
を
語
り
合
い
、
追
い
か
け
る
時
代
、
そ
の
夢

に
向
っ
て
の
一
途
な
気
持
ち
が
、
こ
の
「
給
養
一
芸
」
の
一
語
の
中
に
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
元
年
七
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
武
士　
著
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田
村
幸
雄
（
略
歴
）

田
村
幸
雄
（
た
む
ら
ゆ
き
お
、１
８
９
３
年
7
月
27
日
～
１
９
８
２
年
6
月
6
日
）
は
、日
本
陸
軍
の
軍
人
で
あ
り
、

陸
軍
士
官
学
校
の
教
官
時
代
に
、
陸
軍
全
体
の
健
康
維
持
の
為
に
「
健
兵
対
策　
軍
隊
給
養
改
善
」
を
出
版
し
た
人
物

で
あ
る
。

１
９
１
３
年
（
大
正
2
）
12
月　
山
梨
県
日
川
中
学
校
卒
業
後
、
近
衛
歩
兵
第
三
聯
隊
に
入
隊　
　
　
　

１
９
１
４
年
（
大
正
3
）
9
月　
陸
軍
経
理
学
校
に
入
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
１
７
年
（
大
正
6
）
6
月　
野
砲
兵
第
16
聯
隊
（
国
府
台
）　　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
２
０
年
（
大
正
9
）
4
月　
野
砲
兵
第
26
聯
隊
（
朝
鮮
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
２
４
年
（
大
正
13
）
8
月　
野
戦
重
砲
兵
第
4
聯
隊
（
四
ツ
街
道
）　　
　
　
　
　

１
９
２
７
年
（
昭
和
2
）
7
月　
台
湾
山
砲
兵
大
隊
（
台
北
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
１
年
（
昭
和
6
）
8
月　
歩
兵
第
21
聯
隊
（
島
根
県
浜
田
）　　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
４
年
（
昭
和
9
）
4
月　
歩
兵
第
68
聯
隊
（
満
州
）　　
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田村幸雄（略歴）

１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
3
月　
陸
軍
戸
山
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
）
9
月　
陸
軍
戦
車
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）
11
月　
陸
軍
士
官
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）
～
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）　
陸
軍
糧
秣
本
廠　
　
　
　
　
　
　
　
　

叙
勲　
　
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）
4
月
10
日
、
陸
軍
主
計
大
佐
、
従
四
位　
勲
三
等
瑞
宝
章　
　

家
族
関
係

　
　
　
　
　
妻　
美
枝
（
会
津
藩
士
の
娘
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
長
兄　
田
村
美
寿
（
筑
波
大
学
卒
業
、
台
湾
学
校
校
長
）　　
　
　

　
　
　
　
　
次
兄　
田
村
美
勇
（
東
京
芸
術
大
学
卒
業
、
日
本
画
家
）　　
　

　
　
　
　
　
子
供　
中
原
節
子
（
長
女
）　
宗
像
志
津
子
（
次
女
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
長
村
英
子
（
三
女
）　
竹
内
那
賀
子
（
四
女
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
孫　
　
内
田
和
子
（
旧
姓　
中
原
）　
内
田
武
士
（
筆
者
）　　
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陸軍士官学校　田村教官時代（中央マークの人）

任官間もない頃
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田村幸雄（略歴）

愛馬で通勤
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序
説　
太
平
洋
戦
争
の
い
ろ
は

１
．
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
至
る
経
過

　
　
第
一
次
世
界
大
戦	

１
９
１
４
～
１
９
１
８
年

　
　
国
際
連
盟
成
立	

１
９
２
０
年

　
　
世
界
恐
慌	

１
９
２
９
年

　
　
満
洲
事
変	
１
９
３
１
年

　
　
五・一
五
事
件	
１
９
３
２
年

　
　
二・二
六
事
件	

１
９
３
６
年

　
　
日
中
戦
争
勃
発	

１
９
３
７
年

　
　
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件	

１
９
３
９
年

　
　
日
本
軍
、
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃	

１
９
４
１
年
12
月
8
日
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序説　太平洋戦争のいろは

２
．
日
本
軍
の
組
織

　
  

天
皇	

統
師
大
権	

	

軍
隊
を
戦
争
や
演
習
の
為
に
動
か
す
権
限

	

軍
令
部
門	

	

参
謀
本
部　
陸
軍　
参
謀
総
長

	
	

	

軍
令
部　
海
軍　
軍
令
部
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

編
成
大
権	

	

平
時
の
兵
力
の
大
き
さ
や
組
織
を
定
め
、
給
与
、
服
務
規
程
等
を	

	
	

	

定
め
る
権
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
軍
政
部
門	
	

陸
軍
省　
陸
軍
大
臣

	
	

	

海
軍
省　
海
軍
大
臣

３
．
師
団
の
構
成

	

戦
闘
部
隊	

	

砲
兵
聯
隊　
大
隊

	
	

	
騎
兵
大
隊　
中
隊

	
	

	
歩
兵
旅
団　
歩
兵
聯
隊　
大
隊

	

後
方
支
援
部
隊	

工
兵
大
隊　
中
隊　
大
架
橋
縦
列　
小
架
橋
縦
列

	
	

	

弾
薬
縦
列
大
隊　
歩
兵
弾
薬
縦
列　
砲
兵
弾
薬
縦
列　

	
	

	

輜
重
兵
大
隊　
　
糧
食
縦
列　
馬
廠
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衛
生
隊　
担
架
中
隊

	
	

	

野
戦
病
院　

	
	

	

野
戦
電
信
隊

４
．
陸
軍
の
階
級
と
指
揮
官

　
　
戦
時
に
編
成	

	

大
将　
　
　
　
総
軍

	
	

中
将　
　
　
方
面
軍

	
	

中
将　
　
　
　
　
軍

　
　
常
時
か
ら
編
成	

	

中
将　
　
　
　
師
団　
　
　
　
１・２
～
２
４
万
人

	
	
少
将　
　
　
　
旅
団　
　
　
　
６
０
０
０
～
1
万
人

	
	

大
佐　
　
　
　
聯
隊　
　
　
　
２
０
０
０
～
３
０
０
０
人

	
	

少
佐　
　
　
　
大
隊　
　
　
　
８
０
０
～
１
２
０
０
人

　
　
　
　
　
　
中
尉	

	

大
尉　
　
　
　
中
隊　
　
　
　
１
８
０
～
２
２
０
人

	
	

少
尉　
　
　
　
小
隊　
　
　
　
50 

～
60
人

	
	

軍
曹　
　
　
　
分
隊　
　
　
　
50 

～
60
人
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序説　太平洋戦争のいろは

５
．
軍
隊
の
階
級

　
　
将
校　
　
　
　
少
尉
以
上
の
階
級
の
人

　
　
下
士
官　
　
　
曹
長　
軍
曹　
伍
長

　
　
兵　
　
　
　
　
兵
長　
上
等
兵　
一
等
兵　
二
等
兵

６
．
大
東
亜
戦
争
と
は

　
　
日
本
が
目
指
し
た
ア
ジ
ア
の
一
大
経
済
圏　
　
　
　
　

　
　
１
９
４
０
年
7
月
の
閣
議
で
「
大
東
亜
新
秩
序
」
が
決
定
さ
れ
た
、
9
月
に
は
日
独
伊
三
国

　
　
同
盟
が
締
結
さ
れ
て
こ
の
三
国
で
世
界
新
秩
序
の
建
設
を
狙
っ
た

　
　
著
者
は
、
太
平
洋
戦
争
と
は
記
載
せ
ず
に
大
東
亜
戦
争
と
記
し
て
い
る

７
．
太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
数

　
　
　
　
　
　
死
者
・
行
方
不
明
者　
　
負
傷
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
者
・
行
方
不
明
者　
負
傷
者

　
日
本	

2,565,878	
326,000	

ア
メ
リ
カ	

545,108	
670,046   

　
ド
イ
ツ	

3,250,000	
7,250,000	

イ
タ
リ
ア	

380,000	
225,500   

　
ソ
連	

6,115,000	
14,012,000	

中
国	

1,500,000	
2,000,000  
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イ
ギ
リ
ス	

403,195　

	
369,267	

フ
ラ
ン
ス	

245,000	
390,000 

　
ポ
ー
ラ
ン
ド	

550,000	
320,000　

	

オ
ー
ス
ト
リ
ア	

220,000	
300,000  

	
	

	

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア	

305,000	
425,000   

　
世
界
の
死
者
の
総
数　
　
6
千
万
人
弱

８
．
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
た
陸
海
軍
兵
員
数
の
推
移

　
　
１
９
３
７
年
（
昭
和
12
）　59.3	

万
人

　
　
１
９
３
８
年
（
昭
和
13
）　132.5	

万
人　
植
民
地
の
朝
鮮
や
台
湾
の
人
々
に
も
特
別
志
願
兵
実
施

　
　
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
）　142	

万
人

　
　
１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）　157.3	

万
人

　
　
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
）　241.1	
万
人

　
　
１
９
４
２
年
（
昭
和
17
）　282.9	
万
人

　
　
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）　360.8	

万
人　
学
徒
出
陣
、
兵
役
を
45
才
ま
で
引
上
げ

　
　
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
）　539.5	

万
人

　
　
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）　716.5	

万
人
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序説　太平洋戦争のいろは

９
．
太
平
洋
戦
争
の
戦
死
者
数　

日
本
人

　
　
沖
縄　

186,500　
　
硫
黄
島　

21,900　
　
中
部
太
平
洋　

247,000　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン　

518,000
　
　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

127,600　
　
ビ
ス
マ
ル
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

118,700

　
　
モ
ル
ッ
カ
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

53,000　
　
北
ボ
ル
ネ
オ　

12,000　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

31,400

　
　
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア　

21,000　
　
イ
ン
ド　

30,000　
　
ビ
ル
マ　

137,000

　
　
中
国
本
土　

465,700　
　
満
洲　

245,400　
　
ソ
連　

54,400

　
　
樺
太
・
千
島
・
ア
ッ
ツ
島　

24,400

10
．
日
米
兵
器
生
産
力
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
軍　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
軍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
航
空
機　
　
　

68,000	
290,000 

機	

４・３ 

倍　
　
　
　
　

　
　
戦
車　
　
　
　

4,000	
25,000 

両	

６・２
倍　
　
　
　
　
　
　

　
　
砲
弾　
　
　
　

7,628	
4,000,000 

発	

５
２
４
倍　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
火
砲　
　
　
　

28,800	
300,000 

門	

10
倍　
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11
．
各
地
の
戦
場

	

日
本
軍	

ア
メ
リ
カ
軍
・
相
手
軍

真
珠
湾
攻
撃	

大
将　
山
本
五
十
六	

大
将	

H
usband Edw

ard Kim
m
el

マ
レ
ー
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル	

中
将　
山
下
奉
文	

中
将	

A
rthur Em

est Percival

フ
ィ
リ
ピ
ン	

中
将　
本
間
雅
晴	

大
将	

D
ouglas M

acA
rthur

ビ
ル
マ	

中
将　
飯
田
祥
二
郎	

英
印
軍	

British Indian A
rm
y

蘭
印
攻
略
戦	
中
将　
今
村　
均	

中
将	

H
ein ter Poorten

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦	
中
将　
南
雲
忠
一	

大
将	

Raym
ond A

m
es Spruance

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル	

中
将　
百
武
晴
吉	

少
将	

A
lexander A

rcher V
andegrift

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア	

中
将　
安
達
二
十
三	

大
将	

D
ouglas M

acA
rthur

ア
ッ
ツ
島	

大
佐　
山
崎
保
代	

少
将	

Thom
as C

assin Kin kaid

タ
ラ
ワ	

少
将　
柴
崎
恵
次	

中
将	

H
olland M

cTyeire Sm
ith

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦	

中
将　
牟
田
口
廉
也	
中
将	

W
illiam

 Joseph Slim

大
陸
打
通
作
戦	

大
将　
畑
俊
六	

	

蔣
介
石

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦	

中
将　
小
沢
仁
三
郎	
大
将	

Raym
ond A

m
es Spruance

サ
イ
パ
ン
防
衛
戦	

中
将　
南
雲
忠
一	

中
将	

H
olland M

cTyeire Sm
ith
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序説　太平洋戦争のいろは

レ
イ
テ
沖
海
戦	

中
将　
栗
田
健
男	

大
将	
W
illiam

 Frederick H
alsey

ぺ
り
リ
ュ
ー
島	

大
佐　
中
川
州
男	

大
将	

C
hester W

illiam
 N
im
itz

硫
黄
島	

中
将　
栗
林
忠
道	

中
将	

Richm
ond Kelly Turner

沖
縄
防
衛
戦	

中
将　
牛
島　
満	

中
将	

Sim
on Bolivar Buckner

関
東
軍
最
後
の
戦	

大
将　
山
田
乙
三	

中
将	

A
leksandr M

ikhaylovich V
asilevsky

フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
戦	

大
将　
山
下
奉
文	

大
将	

D
ouglas M

acA
rthur

12
．
日
本
最
初
の
医
学
論
争　
「
脚
気
論
争
」

　
　
１
８
８
４
年　
海
軍
軍
医　
高
木
兼
寛
は
、
脚
気
は
栄
養
不
足
、「
栄
養
欠
陥
説
」
を
主
張
す
る

　
　
１
８
８
５
年　
陸
軍
軍
医　
緒
方
正
規
は
、
脚
気
は
細
菌
に
よ
る
「
伝
染
病
説
」
を
主
張
す
る

高
木
兼
寛
は
、
軍
艦
「
筑
波
」
に
よ
る
豪
州
へ
の
練
習
航
海
で
乗
組
員
の
食
事
を
規
定
し
て
「
ビ
ヤ
ウ
シ
ヤ
一
ニ
ン
モ

ナ
シ
ア
ン
シ
ン
ア
レ
」
一
人
の
脚
気
発
病
者
が
無
い
事
実
を
公
表
す
る
も
、
陸
軍
軍
医
で
ド
イ
ツ
留
学
派
で
あ
る
緒
方
正

規
、
石
黒
忠
悳
、
森
林
太
郎
、
青
山
胤
通
、
大
沢
謙
二
等
々
に
よ
り
、「
栄
養
欠
陥
説
」
は
猛
反
対
を
受
け
る
。
更
に
は
、

陸
軍
軍
医
の
押
田
徳
郎
、
田
代
豊
吉
郎
、
小
久
保
恵
作
等
も
細
菌
に
依
る
「
伝
染
病
説
」
を
主
張
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
争
の
間
に
起
き
た
、
日
清
戦
争
（
１
９
８
４
～
１
８
９
５
）、
日
露
戦
争
（
１
９
４
０
～
１
９
０
５
）
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に
於
い
て
、
海
軍
に
於
い
て
は
、
脚
気
病
死
者
を
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
陸
軍
は
、
次
の
よ
う
に
夥
し
い
脚
気
患
者
並
び
に
脚
気
死
者
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る

	

脚
気
患
者	

脚
気
病
死
者

　
　
日
清
戦
争	

41,000	
4,000

　
　
日
露
戦
争	

250,000	
28,000

陸
軍
軍
医
達
は
、高
木
の
事
を
「
イ
ギ
リ
ス
流
偏
屈
学
者
」「
麦
食
偏
信
者
」「
高
木
説
は
、人
民
を
誤
ら
せ
る
も
の
」

と
言
い
危
険
人
物
視
さ
え
し
て
絶
対
的
に
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
陸
軍
の
中
で
も
、
土
岐
頼
徳
や
陸
軍
大

臣
、
寺
内
正
毅
は
、
麦
飯
派
で
あ
っ
た
が
、
一
部
の
動
き
で
は
、
こ
の
「
伝
染
病
説
」
派
閥
の
強
固
な
反
対
論
者
達
に

は
、
歯
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る　
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
に
於
い
て
は
、
１
９
０
５
年
、
１
９
０
６
年
、
高
木
兼

寛
の
「
脚
気
予
防
論
文
」
は
、
大
き
な
話
題
と
な
り
、
招
請
状
に
よ
り
、
高
木
兼
寛
は
、
ア
メ
リ
カ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
を
初
め
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
パ
リ
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
等
へ
長
期
間
に
渡
り
、
講
演
旅

行
に
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
海
外
に
於
い
て
は
、日
本
と
異
な
り
、高
木
の
「
栄
養
欠
陥
説
」
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
て
、

特
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ダ
ラ
ム
大
学
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
大
学
か
ら
は
、
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

１
９
２
１
年
に
至
っ
て
、
慶
応
大
学
大
森
憲
太
教
授
等
に
よ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
B
使
用
の
人
体
実
験
が
行
わ
れ
て
、「
栄


